
 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

科目の目標

評価規準：

1
組

2
組

3
組

4
組

5
組

6
組

7
組

20

3

・「動物の謝肉祭」「交響曲第9
番」の１曲１曲を、特徴をとらえ
て聴くことができる。

〇鑑賞
「動物の謝肉祭」サン・サーンス
「交響曲第9番」L.Vベートーヴェン 〇

〇

観察
実技テスト

グループ活動
振り返りシート

1

 

2

・正しい音程とリズム、イタリア
語の発音で歌うことができる。
・歌詞の内容を考え、気持ちを込
めて歌うことができる。

〇歌唱
「Caro mio ben」

〇 〇

〇 〇
観察

振り返りシート

〇 〇

観察
実技テスト

グループ活動
振り返りシート

30

1

1

 

1

2

・正しい音程で自身のパートを演
奏できる。
・周りのパートを聴き、バランス
よく歌うことができる。
・三線を演奏しながら「涙そうそ
う」の歌唱をすることができる。

〇合唱
クラス合唱

〇器楽：三線
「涙そうそう」

〇

〇

観察
実技テスト

グループ活動
振り返りシート

9

 

1

0

・世界の様々な舞台芸術について
知り、その表現の特徴を感じ取る
ことができる。

・三線の正しい奏法を身につける
ことができる。
・自主的に練習に取り組むことが
できる。

〇鑑賞：舞台芸術
オペラ・ミュージカル

器楽：三線
基礎練習
「海の声」

〇 〇

〇 〇
観察

実技テスト
振り返りシート

28

6

 

7

・ト音記号とヘ音記号の楽譜を正
しく読むことができる。
・様々な音符や休符を５線譜に書
くことができる。

・ポップスの持つ独特なリズムを
感じ取り、表現することができ
る。

〇楽典
楽譜の読み方・書き方、音符の種類

〇歌唱
Lemon

〇

〇

観察
実技テスト

グループ活動
振り返りシート

4

 

5

・楽曲に合わせてカップを用いた
リズム奏を行うことができる。
・リズム譜を読み取り、演奏する
ことができる。
・ 正しい音程・リズム・歌詞で歌
うことができる。
・ 歌詞の意味を考えることができ
る。

〇カップソング・ボディーパーカッション

〇歌唱
校歌

〇 〇

①曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの
関わり及び音楽の多様性などについて理解を深めて
いる。
②創意工夫などを生かした音楽表現をするために必
要な技能を身に付け，歌唱，器楽，創作などで表し
ている。

音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知
覚し，それらの働きを感受しながら，知覚したこ
とと感受したこととの関わりについて考え，どの
ように表すかについて表現意図をもったり，音楽
を評価しながらよさや美しさを味わって聴いたり
している。

音や音楽，音楽文化と豊かに関わり主体的・協働的に
表現及び鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

学

期
月 具体的な指導目標

アキルスタンダード
（指導項目・内容）

知 思 態 評価の方法

実績（実施日）
配
当
時
間

評

価

①学習に取り組む状況・ふりかえり
の状況１００％

評価方法と割合：

【知識・技能】　全体の３分の１ 【思考・判断・表現】　全体の３分の１ 【主体的に学習に取り組む態度】　全体の３分の１

①実技テスト ５０％
②授業内発表・小テスト ５０％

①実技テスト ５０％
②提出物の内容 ３０％
③授業内グループ発表等 ２０％

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

（　組：　　　　）

教育芸術社　ＭＯＵＳＡ１

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。 

（１～７組：小岩）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

芸術 音楽Ⅰ
芸術 音楽Ⅰ 2

高等学校 令和５年度（１学年用）　　 　教科

【思考力、判断力、表現力等】創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊か
な情操を培う。

 
 



 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

科目の目標

評価規準：

1
組

2
組

3
組

4
組

5
組

6
組

7
組

20

3

・学習した既習曲と関連付けなが
ら鑑賞することができる。

鑑賞
ミュージカル「オペラ座の怪人」

〇

〇

観察
実技テスト
グループ活動
振り返りシート

1

 

2

・メロディーや歌詞の意味から内
容を理解し、表現の創意工夫をし
て歌うことができる。

・学習した既習曲と関連付けなが
ら鑑賞することができる。

歌唱
「The Phantom of the Opera」
「All I Ask of You」

鑑賞
ミュージカル「オペラ座の怪人」

〇 〇

〇 〇
観察

振り返りシート

〇 〇

観察
実技テスト
グループ活動
振り返りシート

30

1

1

 

1

2

・コードを用いた簡単な伴奏付け
をして、弾き歌いができる。

・正しい音程とリズム、イタリア
語の発音で歌うことができる。
・歌詞の内容を考え、気持ちを込
めて歌うことができる。

「カントリーロード」

〇歌唱
「Caro mio ben」 〇

〇

観察
実技テスト
グループ活動
振り返りシート

9

 

1

0

・ギターの各部の名称を理解して
いる。
・1弦から6弦までを正しい音程に
チューニングできる。
・単音のメロディーの演奏をする
ことができる。
・ＴＡＢ譜の基本的な読みができ
る。

〇器楽：ギター
各部の名称、チューニング

「第三の男」

「カントリーロード」
〇 〇

〇 〇
観察

実技テスト
振り返りシート

28

6

 

7

・楽譜を正しく読み、記譜するこ
とができる。
・演奏から音名・リズムを正確に
読み取ることができる。
・世界の音楽の音色、表現など音
楽を形作る要素を感じとることが
できる。
・ポップスの持つ独特なリズムを
感じ取り、表現することができ
る。

〇楽典：楽譜の読み方・書き方、音符の種
類・ソルフェージュ

〇鑑賞
世界の諸民族の音楽

〇歌唱
「SUN」

〇

〇

観察
実技テスト
グループ活動
振り返りシート

4

 

5

・楽譜を正確に読み取り、正しい
発声で歌唱することができる。
・母音唱法を用い、響きのある発
声を意識して歌うことができる。
・曲調に合った歌唱方法を工夫す
ることができる。

〇歌唱
「alleluja」「校歌」「天体観測」

〇 〇

①曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの
関わり及び音楽の多様性について理解を深めてい
る。
②創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な
技能を身に付け，歌唱，器楽，創作で表している。

音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知
覚し，それらの働きを感受しながら，知覚したこ
とと感受したこととの関わりについて考え，どの
ように表すかについて独自の表現意図をもった
り，音楽を評価しながらよさや美しさを深く味
わって聴いたりしている。

音や音楽，音楽文化と豊かに関わり主体的・協働的に
表現及び鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

学

期
月 具体的な指導目標

アキルスタンダード
（指導項目・内容）

知 思 態 評価の方法

実績（実施日）
配
当
時
間

評

価

①学習に取り組む状況・
  ふりかえりの状況 １００％

評価方法と割合：

【知識・技能】　全体の３分の１ 【思考・判断・表現】　全体の３分の１ 【主体的に学習に取り組む態度】　全体の３分の１

①実技テスト ５０％
②授業内発表・小テスト ５０％

①実技テスト ５０％
②提出物の内容 ３０％
③授業内グループ発表等 ２０％

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

（　組：　　　　）

教育芸術社　ＭＯＵＳＡ２

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。 

（１～７組：小岩）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

芸術 音楽Ⅱ
芸術 音楽Ⅱ 2

高等学校 令和５年度（２学年用）　　 　教科

【思考力、判断力、表現力等】創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊か
な情操を培う。

 
 



 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

科目の目標

評価規準：

1
組

2
組

3
組

4
組

5
組

6
組

7
組

20

2

 

3

絵画（構想画） ・アクリル絵の具の技法を工夫しながら、自
分のイメージを大切にした作品を完成させる
ことができる。

〇

〇
観察
作品

ワークシートの記述
1

木工 ・素材の特性を生かしたデザインについて考
え、最後まで作品を完成させることができ
る。
・安全に留意して電動のこぎりや、ヤスリを
使用し、美しい仕上げができる。 〇 〇

〇 〇
観察
作品

ワークシートの記述

〇 〇
観察
作品

ワークシートの記述

30
1

1

 

1

2

デザイン
（ポスター）
「学校生活とメッセージ」

・読みやすさを意識して、美しくレタリング
をすることができる。
・公共空間での展示を想定したときの望まし
い美術表現を考えながら完成させることがで
きる。 〇

〇
観察
作品

ワークシートの記述

9

 

1

0

鑑賞
模写

・名画の背景を知り、作者の気持ちや人生に
ついて理解を深めることができる。
・絵画作品を根気強く完成させることができ
る。

〇 〇

〇 〇
観察
作品

ワークシートの記述

28

6

 

7

色彩構成

・色彩についての基本的な知識を身に着け、
作品制作に生かすことができる。
・アクリル絵の具と筆の扱いについて理解を
深めることができる。

〇

〇
観察
作品

ワークシートの記述

4

 

5

ガイダンス
クロッキー
スケッチ

鉛筆デッサン

・授業の受け方について理解できる。
・対象をよく観察し、自分なりに工夫して表
現をする喜びを感じることができる。

・鉛筆の特性を活かした絵画作品を完成させ
ることができる。

〇 〇

①造形に関する知識について理解を深めている。
②創造的な美術の表現をするために必要な技能を身
に付け、意図に応じて表現方法を創意工夫し、表し
ている。

自分の思いやモチーフから主題を生成し、形や色、
構図、材料や用具の特性について考え、独創的な表
現の構想を練っている。

作品の造形的なよさや美しさを感じ取り、表現の創造活
動と作者の意図や表現の工夫などについて考える鑑賞の
創造活動に取り組もうとしている。

学

期
月 具体的な指導目標

アキルスタンダード
（指導項目・内容）

知 思 態 評価の方法

実績（実施日）
配
当
時
間

評

価

①学習に取り組む状況　５０％
②ふりかえりの状況　５０％

評価方法と割合：

【知識・技能】　全体の３分の１ 【思考・判断・表現】　全体の３分の１ 【主体的に学習に取り組む態度】　全体の３分の１

①作品　１００％ ①作品　５０％
②提出物の内容　５０％

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

（　組：　　　　）

光村図書　美術１　

【 知　識　及　び　技　能 】
対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深める。創造的な美術の表現をするために必要な技能を身につけ、意図に応じて表現
方法を創意工夫し、表すことができる。

（１～７組：藤原） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

芸術 美術Ⅰ
芸術 美術Ⅰ 2

高等学校 令和５年度（１学年用）　　 　教科

【思考力、判断力、表現力等】
造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工夫などについて考えるとともに、テーマを生成し発想や構想を練ったり、
美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりしている。

【学びに向かう力、人間性等】
美術や美術文化に興味を持ち、主体的に表現及び鑑賞の創造活動に取り組もうとしている。

 
 



 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

科目の目標

評価規準：

1
組

2
組

3
組

4
組

5
組

6
組

7
組

芸術 美術Ⅱ
芸術 美術Ⅱ 2

高等学校 令和５年度（２学年用）　　 　教科

【思考力、判断力、表現力等】
独創的な表現の意図と創造的な工夫、美術の働きなどについて考え、個性を生かした発想や構想を練ったり、美術や美術文
化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにさせる。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に表現及び鑑賞の創造活動に取り組み、完成と美意識を磨き心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

（　組：　　　　）

光村図書　美術２

【 知　識　及　び　技　能 】造形的な視点について理解を深めるとともに、表現方法を追求し、個性を生かして創造的に表すことができるようにさせる。

（１～７組：吉田） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

①造形的な視点について理解を深めている。
②表現方法を創意工夫し、個性豊かで創造的に表し
ている。

個性を生かして発想や構想を練ったり、美術や美術
文化に対する見方や価値観を深めたりしている。

主体的に美術の創造的な諸活動に取り組もうとしてい
る。

学

期
月 具体的な指導目標

アキルスタンダード
（指導項目・内容）

知 思 態 評価の方法

実績（実施日）
配
当
時
間

評

価

①学習に取り組む状況　５０％
②ふりかえりの状況　５０％

評価方法と割合：

【知識・技能】　全体の３分の１ 【思考・判断・表現】　全体の３分の１ 【主体的に学習に取り組む態度】　全体の３分の１

①作品　１００％ ①作品　５０％
②提出物の内容　５０％

6

 

7

フォトリアリズム 拡大視写の技法を用いて支持体に写真の像を
描き写すができる。
色の混ぜ方を学習し適切な色で着彩すること
ができる。
粘り強く作業することができる。 〇

〇
観察
作品

ワークシートの記述

4

 

5

クロッキー

点描画

対象をよく観察し、特徴をとらえて表現
することができる

さまざまな絵画技法について知識を深める。
点描ならではの表現方法を知り、作品制作に
生かすことができる。

〇 〇

〇 〇
観察
作品

ワークシートの記述

28

1

1

 

1

2

木工
カトラリー制作

糸のこぎり、各種やすりの使い方を理解し、
安全に留意しながら作品を制作することがで
きる。
使い心地を意識しながら、木製スプーンと
フォークを完成させることができる。 〇

〇
観察
作品

ワークシートの記述

9

 

1

0

彫刻（粘土） 素材の特性を知り、適切に扱うことができ
る。

自由な発想で構想を練り、考えたアイデアを
形に表すことができる。 〇 〇

〇 〇
観察
作品

ワークシートの記述

30

2

 

3

鑑賞 美術における様々な表現を味わい、良さを感
じることができる。

〇

〇
観察
作品

ワークシートの記述
1

絵画（水墨画） 墨の特性を理解し、濃淡を利用した絵画表現
を試みることができる。

〇 〇

〇 〇
観察
作品

ワークシートの記述

20

 
 



 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 3 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

科目の目標

評価規準：

3
組

4
組

5
組

6
組

7
組

観察
作品

ワークシートの記述
1

9

 

1

0

 

1

1

 

1

2

2

1

 

2

 

3
3

・行書の用筆法が適正にできる。
・古典の手本を見て臨書ができ
る。
・筆圧の変化、墨の潤渇による線
が変化
  できる。
・創作して自分の内面を文字（黒
と白の
  調和を考えながら）で表現でき
る。

行書の学習（９～１２月）
・展示場所に作品展示する。・抑揚の変化・
誇張・抑制などのリズムを学習する。

・小筆の用筆法が思うようにでき
る。
・仮名（いろは歌）を何も見ない
で仮名
  文字で書くことができる。

仮名の学習（１～３月）

28

30

20

〇 〇 〇
観察
作品

ワークシートの記述

〇 〇
観察
作品

ワークシートの記述

【知識・技能】　全体の３分の１ 【思考・判断・表現】　全体の３分の１ 【主体的に学習に取り組む態度】　全体の３分の１

①作品80％
②映像教材視聴プリント内容20％

①作品40％
②提出物の内容30％（硬筆教材テキス
トも含む）
③今、何をすべきかの判断力30％

〇

5

6

7

・手本をよく見て書く大切さを知
り、
　実践できる。
・楷書の基本用筆ができる。

漢字の書（５～７月）
楷書の学習

〇

〇4

・心を落ちつけ、授業に取り組む
ことが
  できる。
・説明の話を聞き、理解できる。
・姿勢、用筆法が適している。

＜用具、用材の扱い＞
＜姿勢と執筆法＞

〇

〇 〇

〇

①国語科の中の書写と芸術科の中の書道の違いを理
解している。
②硬筆（ボールペン）での書き方を理解し、表現し
ている。
③毛筆での書く姿勢・執筆法を正しく理解し、実践
できている。
④説明をしっかり聞くことが出来、自ら考え、実践
出来ている。

①用具・用材の特徴と表現効果との関わりについ
て理解している。
②楷・行書のきっちりとした線質による表現の技
能が身についている。
③中学校書写で学んだ漢字と仮名の調和した字
形、文字の大きさ、全体の構成が表現できてい
る。
④文字を書くことだけでなく、授業に臨む姿勢を
理解し取り組むことができている。

①毎時間に取り組む課題を時間内に仕上げられてい
る。
②丁寧に真剣に文字と向き合い表現することができて
いる。
③自己表現の追求のために課題に取り組むことができ
ている。
④欠席・遅刻・居眠り・授業不参加などせず前向きに
取り組むことが出来る。

学

期
月 具体的な指導目標

アキルスタンダード
（指導項目・内容）

知 思 態 評価の方法

実績（実施日）
配
当
時
間

評

価

①学習に取り組む状況・ふりかえりの状況
100％

評価方法と割合：

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

（　組：　　　　）

光村図書　書１　

書道具、プリント

【 知　識　及　び　技　能 】

①書写の表現と伝統文化を理解しすることができる。
②正しい姿勢や執筆法で正確に執筆することができる。
③授業開始10～20分にその日の課題説明をするため遅刻せずに授業に臨むことが出来る

（３～７組：坂本）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

芸術 書道Ⅰ
芸術 書道Ⅰ 2

高等学校 令和5年度（１学年用）　　 　教科

【思考力、判断力、表現力等】
①書体に合わせた表現方法の違いを理解し、書のよさや美しさを味わって捉えることができる。
②仮名の伝統に即した用筆・運筆・字形・全体の構成について構想し工夫している。
③今、何をすべきか判断し、取り組むことが出来る。

【学びに向かう力、人間性等】
①丁寧に真剣に文字と向き合い表現することができる。
②自己表現の追求のために集中して課題に取り組むことができる。

 
 



 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 3 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

科目の目標

評価規準：

3
組

4
組

5
組

6
組

7
組

観察
作品

ワークシートの記述
（硬筆テキスト）

映像教材視聴プリント内容

1

9

 

1

0

 

1

1

 

1

2

2

1

 

2

 

3
3

文字を美術的に書くことができ
る。
彩色ボードを使い、文字を刻する
ことが思うようにできる。
細字（写経、日常の書）をするこ
とにより、集中力を養うことがで
きる。

刻字の学習
作品展示
小筆の学習
写経、仮名、実用書

草書の文字のくずし方と写形を理
解し、書くことができる。
書道Ⅰ、書道Ⅱで学んだ知識と用
筆法を使い、自分らしい表現がで
きる。

草書の学習
創作作品制作

28

30

20

〇 〇 〇

観察
作品

ワークシートの記述
（硬筆テキスト）

映像教材視聴プリント内容

〇 〇

観察
作品

ワークシートの記述
（硬筆テキスト）

映像教材視聴プリント内容

【知識・技能】　全体の３分の１ 【思考・判断・表現】　全体の３分の１ 【主体的に学習に取り組む態度】　全体の３分の１

①作品80～90％
②映像教材視聴プリント他10～20％

①作品40％
②提出物の内容30％（硬筆課題も含
む）
③今、何をすべきかの判断力30％

〇

5

6

7

古い時代の書体（隷書・篆書)の特
色ある用筆法がしっかりできる）
篆書で石を刻するにあたり、刀の
使い方、石へのあて方が思うよう
にできる。
それぞれの課題に真剣に取り組む
ことが出来る。

江戸書道展
全国公募千文字大会
出品作品への取り組み

〇

〇4

休まず、遅刻せず出席し、心を落
ち着け、他人に迷惑をかけず、書
道に取り組むことが出来る。

楷書、行書、隷書の学習

〇

〇 〇

〇

①国語科の中の書写と芸術科の中の書道の違いを理
解している。
②硬筆（ボールペン）での書き方を理解し、表現し
ている。
③毛筆での書く姿勢・執筆法を正しく理解し、実践
できている。
④説明をしっかり聞くことが出来、自ら考え、実践
出来ている。

①用具・用材の特徴と表現効果との関わりについ
て理解している。
②楷・行書のきっちりとした線質による表現の技
能が身についている。
③中学校書写で学んだ漢字と仮名の調和した字
形、文字の大きさ、全体の構成が表現できてい
る。
④文字を書くことだけでなく、授業に臨む姿勢を
理解し取り組むことができている。

①毎時間に取り組む課題を時間内に仕上げられてい
る。
②丁寧に真剣に文字と向き合い表現することができて
いる。
③自己表現の追求のために課題に取り組むことができ
ている。
④欠席・遅刻・居眠り・授業不参加などせず前向きに
取り組むことが出来る。

学

期
月 具体的な指導目標

アキルスタンダード
（指導項目・内容）

知 思 態 評価の方法

実績（実施日）
配
当
時
間

評

価

①学習に取り組む状況・ふりかえりの状況
100％

評価方法と割合：

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

（　組：　　　　）

光村図書　書２

書道具、プリント

【 知　識　及　び　技　能 】
①書写の表現と伝統文化を理解しすることができる。
②正しい姿勢や執筆法で正確に執筆することができる。
③授業開始10～20分にその日の課題説明をするため遅刻せずに授業に臨むことが出来る。

（３～７組：坂本）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

芸術 書道Ⅱ
芸術 書道Ⅱ 2

高等学校 令和５年度（２学年用）　　 　教科

【思考力、判断力、表現力等】
①書体に合わせた表現方法の違いを理解し、書のよさや美しさを味わって捉えることができる。
②仮名の伝統に即した用筆・運筆・字形・全体の構成について構想し工夫している。
③今、何をすべきか判断し、取り組むことが出来る。

【学びに向かう力、人間性等】
①丁寧に真剣に文字と向き合い表現することができる。
②自己表現の追求のために集中して課題に取り組むことができる。
③休まず、遅刻せず、毎回の授業に取り組むことができる。

 
 



 
令和５度年間授業計画                                                            東京都立秋留台高等学校 

教科・科目・講座等 芸術・保育ピアノ演習 ２単位 ３学年 自由選択 

教科書・副教材等 バイエルピアノ教則 教科担当 小岩 

 

学習の到達目標 
〈保育士関係進学希望者対象講座〉 
音楽の幅広い活動を通して、音楽を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、主体的な表現力を伸ばす。保育士に必要とされる諸要素のうち、特に

ピアノ実技中心の指導を行う。さらに、基礎的な音楽理論（ソルフェージュを含む）の習得と実践的な演奏技術の育成を目指す。 

 

学

期 
月 主な学習内容 

進捗状況 

アキルスタンダード 
評

価 
学習のねらい 評価の観点 

配当

時間 
１
組 

２
組 

３
組 

４
組 

５
組 

６
組 

 

一

学

期 

４ 
 
 
 

楽譜の読み方        ・ト音記号とヘ音記号の読み方を理解する。 

・調号や臨時記号の仕組みを理解する。 

・音符と休符の違いを理解する。 

 ・楽譜の読み方を理解

し、スムーズに読む

力を身につける。 

・楽典を正しく理

解できている

か 
・実技 

６ 

５ 
 
 
 

ピアノ 
 鍵盤の確認 
 運指の確認 

       ・楽譜と鍵盤の位置を対応させ、演奏することができる。 

・楽譜に記載された運指で演奏することができる。 

・指をよく動かし、一つ一つの音を丁寧に演奏することがで

きる。 

 ・正しい姿勢、指の形、

運指を覚える。 
８ 

６ 
 
 
 

個人レッスン        ・それぞれのレベルに応じた曲を演奏することができる。  ・両手で小曲を演奏す

る。 
８ 

７ 
 
 
 

新曲視唱 
コールユーブン

ゲン 

       ・しっかりと声を出して歌うことができる。 

・正しい音程・リズムで歌うことができる。 

 ・正しい発声・音程感

覚・リズム感を身に

つける。       

            

６ 

二

学

期 

９ 
 
 
 

個人レッスン 
ペダリング 

       ・発表に向けて各自の曲を最後まで演奏できるようにする。 
・ペダルの使い方を理解し、演奏効果を高める使い方を覚え

る。 

 ・バイエル下巻程度の

曲を弾く。 
・ペダリングを習得す

る。 

・発表 
・聴音テスト 
・正しい楽譜を 

書けているか 
・実技 

８ 

10 
 
 
 

聴音        ・ピアノの音を聞き、楽譜に正しく記すことができる。  ・単旋律、二声の聴音

をとおして正しい調

音の力を身につけ

る。 

８ 

11 
 
 
 

聴音        ・ピアノの音を聞き、楽譜に正しく記すことができる。  ・楽譜の書き方を確認

する。 
８ 

12 
 
 
 

個人レッスン        ・小曲の演奏ができる。  ・ブルグミュラー程度

の曲を弾き、演奏の

技術を高める。 

６ 

三

学

期 

１ 
 
 
 

コードネームによ

る伴奏付けの基礎 
       ・コードネームを見て、最低限の伴奏付けができる。  ・コードネームを理解

する。 
・発表 
・実技 
・弾きながら歌う

ことができる

か 

６ 

２ 
 
 
 

コードネームによ

る伴奏付け 
       ・コードネームを見て、伴奏付けができる。  ・簡単な旋律に伴奏を

つける。 
８ 

３ 
 
 
 

コードネームによ

る伴奏付け・弾き歌

い 

       ・伴奏を弾きながら歌唱することができる。  ・童謡など、弾き歌い

を習得する。 
６ 

＊ 学習評価については、【出席状況】：【授業態度】：【実技試験】を2：4：4の割合で評価する。 
＊ 評価：Ａ（十分に達成できた）、Ｂ（おおむね達成できた）、Ｃ（不十分であるが達成できた）、Ｄ（達成できなかった） 


